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◇市町主催の開講式・担当者会・研修会に参加しました。 
4/14池田町 4/20大垣市 4/20養老町、 

4/26海津市 4/27垂井町 5/14関ケ原町 
各市町で開講式・担当者会等が計画され、役員さん方が 

出席されました。不安や緊張感の中、がんばっていこうとされる意欲を感じました。 

  

 

 

 
みなさんにお話したことは次の３点です。 
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西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞  
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

○まずは、必ず開催できる在宅取組型を計画

に入れてください。 

 

○親同士が仲良くなるために、親として学んでいくため

に、コロナの落ち着いた時期を見計らって、会場開催型

の家庭教育学級も考えてください。 

○動画配信や双方向通信サービスを利

用したオンラインによる家庭教育学

級にも挑戦してみてください。 

大垣市及び大垣市教育委員会では、SDGｓをテーマ

にした家庭教育学級として、「マーブルクレヨンプロジ

ェクト」を実施する（株）リリフル、（株）艶金、（株）サンメ

ッセの３社と社会教育・家庭教育の充実に向けた 

連携協定を締結しました。 

今後、園や学校の家庭教育学級での開催を進め 

ていきます。 

使わなくなったクレヨンをフク

ロウの型に入れて固めます。

商品にならない布と紐で結ん

で、家族や友達にプレゼントし

ます。 

大垣市家庭教育学

級研修会での講話 

（株）リリフル 

代表取締役  

金森 律子 様 
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海津市家庭教育学級担当者説明会資料の最後のページです。 

ここにあるように、悩みごとや相談事を一人で抱え込まず、役員で協

力・分担して、それぞれの園・学校のすべての保護者のために、１年間よろ

しくお願いします。 
 

 

 家庭教育学級長さんへ    役員で協力して進めてください 

 

       縁の下の力持ち  

 

家庭教育学級は、同じ世代の子どもをもつ親の仲間作りと子育てについて学ぶ場で

す。役員が何かを作り上げて進めていく会ではなく、学級生の一人ひとりが共に語り

活動する中で、子育て・家庭の役割・子育ての基盤となる地域についてみんなで考え

学ぶ場です。 

 役員はその運営委員となり、｢縁の下の力持ち｣として学級生のみなさんが参加しや

すく温かい学級作りに力を貸してくださるようよろしくお願いします。 

 

 

 連携プレーを大切に  

 

 学級生の思いを常につかみ（反省、アンケートなどで）学級に取り入れましょう。

学習内容､情報、資料提供、講師の検討･要請など一緒に考えていきたいと思います。

気軽におたずね下さい。 

 役員で相談しながら、分担して進めていきましょう。 

 

 

      学級を温かい学習の場に  

 

 わが子が健やかに育つとき、それは、親である自分を含め温かい人間関係の中にい

るときです。学級活動の準備や学習の場でのコミュニケーションを大切にしましょう。

それぞれのご家庭でみんな事情が違います｡参加できない人にも温かく声かけをして

いきましょう。 

 また、学級では、子育てや家族についての悩みを話し合ったり、相談をしたりする

場でもあります。学級外での噂は慎みたいものです。 

 

１年間よろしくお願いします。 
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 親子クッキング 

 新聞紙スリッパづくり 

 親子クラフト（クリスマスづく

り） 

 ノーゲーム家族ふれあいデー 

 おにぎりの日 

 １家庭１ボランティア 

 あったかい言葉かけ運動 

潜入！給食室 
給食のことを親子に

知ってもらいます。 
家族のやさしさ貯金箱 
 

家族がお互いのやさし

さを見つけて、ハート通

貨に書き込み「やさしさ

貯金箱」に貯金（掲示）

をします。 

                

 

 

 

  

養老町立養老小学校 家庭教育学級 

PTA一丸となっての家庭教育 
PTAの各委員会が特色のある家庭教育学級を進めています。 

養老小学校PTAでは、家庭教育学級を担当している家庭委員会だけでなく、文化委員会、健康委員

会も家庭教育学級を行っています。それぞれの家庭教育学級の様子は、PTAだよりで紹介されていま

す。このPTAだよりは、10ページ以上ある冊子となっており、読み応えのある内容です。そして、

毎年、岐阜県PTA連合会の広報誌コンクールで賞を受けられています。さらに、家庭委員会では、タ

イムリーに家庭教育学級の様子を知ってもらうために、クッキングやクラフトなどの親子活動が終わ

るたびに、家庭教育学級新聞を発行しています。 

PTAの各委員会がそれぞれの立場から親子に向けての発信ができるのはすばらしいですね。 

 

昨年度は紙面による開講式でした。今年は家庭委員さ

んが相談して、学校長とPTA会長のお話を動画で撮り、

学校のHPから保護者の方にみてもらうことにしました。 

これは、健康委員会が給食室の様子をHPから配信し

たことがヒントとなりました。 

文化委員会 

家庭委員会 

健康委員会 
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子どもたちの思い出づくりのために 

記念撮影用 特大卒業証書 
昨年度の卒業式も、保護者の人数を制限して行われました。コロナ禍により、これまでにも、数々の

行事が中止になった卒業生でした。そんな中、西濃地区の小・中学校の卒業式には、PTA が企画し

て、サプライズの特大卒業パネルが登場しました。学校の卒業生の大工さんや看板屋さん、表具屋さ

んが協力して作成したもの、テント生地に印刷して作成したものなど、学校によってさまざまですが、

「子どもたちの思い出づくりのために」という保護者の温かい気持ちによるものです。多くの卒業生

親子が特大卒業証書の前で笑顔を輝かせていました。 

 

卒業式を終えて、記念撮影の順番を待つ親子。卒業証書を持って一人で。親子いっしょに。

友達どうしで。笑顔の記念撮影でした。（大垣市立江東小学校） 

テント生地の証書の上部にポールを付け、 

３本の国旗掲揚塔を利用しました。（江東小） 

運動場のネットを利用しました。（川並小） 
玄関の上下にPTA会長手作りの 

突っ張り棒３本を固定して、揚げ

ました。（墨俣小） 

転写シールで変更可能です。 

縦２ｍ横３ｍのテント生地で３万円ほどです。PTA会費から支出されました。 

令和３年度、取組が広がりました。 


